
 

 

 

 

 

解説【スタートからゴールまでたどり着くかな】 
スタート時点に描かれているイラストから初めます。イラストの下に書かれ

ている英単語の語尾のアルファベットを頼りに、順々に文字をしりとりで繋い

でいき、全てのイラストを一度だけ通過して、ゴールにたどり着かせます。さ

まざまな進み方がありますが、一筆書きの要領で、一度たどった道やイラスト

を二度通過することはできないルールとします。 

例えば、（START）apple-English-home-egg-guitar-rabbit-tower-rain（GOAL）の

ように、語尾と語頭が同じ文字になるように探して進んでいきます。ただし、

進むにつれて、文頭が同じ単語がいくつかある場合があるので、進むべき先の

イラストを考えながら、正しい単語を選んで進ませます。先ほどの例で、apple

の後に egg を選ぶと、全てのイラストを通過することなくゴールにたどり着い

てしまいます。 

子どもには英単語の綴りは難しいと考える方もおられますが、ここでは、単

に単語を目で追いながら、楽しく迷路遊び的な感覚で楽しむことで、自然と英

単語の綴りが目に入るようになります。また、イラストの英語の音声に慣れ親

しんでいる場合には、音と文字を結びつけることも可能です。文字に対する抵

抗感、綴りに対する抵抗感を無くすためにも有効なゲームと考えられます。 

なお、ここには、さまざまなシートがあるので、１度チャレンジして終わる

のではなく、さまざまなシートを利用しながら、英語の綴りに慣れていくこと

が大切です。シートに慣れ親しんだ後は、子どもたちにもゲームを考えさせて、

お友だち同士でゲームを出し合わせるのも楽しいものです。 
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